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その他の費用（ＩＦＲＳ）の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

        平成 29年 3月期第4四半期連結会計期間において、その他の費用（ＩＦＲＳ）の計上を見込むとともに、最近の業績動向等を踏まえ、

平成 28年 10月 19日に公表しました平成 29年 3月期（平成 28年 4月 1日～平成 29年 3月 31日）の連結業績予想を下記のとおり

修正しますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． その他の費用（ＩＦＲＳ）の計上について 

 今般、連結子会社である株式会社ＬＩＸＩＬにおいて現在開発中の基幹システムについて導入範囲を見直した結果、将来において事

業の用に供しない部分について、その他の費用に約 90億円計上する予定です。 

 

２．業績予想の修正について 

平成 29年 3月期通期連結業績予想数値の修正 （平成 28年 4月１日～平成 29年 3月 31日） 
 

売上収益 
 

事業利益 営業利益 税引前利益 当期利益 
親会社の 

所有者に帰属
する当期利益 

基本的 
１株当たり 
当期利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭 

前回発表予想(Ａ) 1,780,000 80,000 65,000 67,000 38,000 38,000 132.41 

今回発表予想(Ｂ) 1,780,000 88,000 67,000 66,000 40,000 40,000 139.47 

増減額(Ｂ－Ａ) 0 8,000 2,000 △1,000 2,000 2,000 7.06 

増減率（％） 0 +10.0 +3.1 △1.5 +5.3 +5.3 +5.3 

（ご参考）前期通期実績 
(平成 28年 3月期通期) 1,890,450 70,069 39,011 △7,087 △26,671 △25,605 △89.33 

  事業利益は、売上収益から売上原価、販売費及び一般管理費を控除して算出した金額であります。  
 

３．修正の主な理由 

平成 29年 3月期通期の業績は、売上収益はほぼ予想通りであったものの、事業利益は海外のウォーターテクノロジー（水回り）

事業の順調な成長と国内事業におけるコスト低減や販管費の抑制により予想を上振れての着地見通しとなりました。 

また、その他の費用の増加による影響等がありましたが、親会社の所有者に帰属する当期利益は予想を上回る見込みです。 

なお、配当予想に変更はありません。 

 

（注）上記の予想は、現時点における入手可能な情報に基づいて作成しており、実際の業績は様々な要因により予想数値とは異

なる結果となる可能性があります。 

 

 

以上 


